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出
村
　
光 

議
員

市

長

に

問

う

１
期
４
年
の
評
価
か
ら

問
　
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

外
部
評
価
の
結
果
を
ど
う
受
け

止
め
た
の
か
。

市
長
　
高
い
評
価
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
引
き
続
き
、
生
活

し
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目

指
し
て
取
り
組
む
。
厳
し
い
評

価
を
受
け
た
項
目
に
つ
い
て
は

今
後
の
行
政
運
営
に
生
か
し
て

い
く
。

問
　
見
附
台
周
辺
地
区
整
備
事

業
の
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
今
年
度
は
、
地
域
住
民

と
関
係
団
体
へ
の
経
過
報
告
や

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
年
度
内

に
は
関
係
者
の
意
見
を
整
理

し
、
複
合
公
共
施
設
の
検
討
や

崇
善
公
民
館
の
先
行
整
備
の
可

能
性
な
ど
、
地
区
全
体
の
整
備

の
方
向
性
を
見
出
し
た
い
。

問
　
見
附
台
周
辺
地
区
の
整
備

と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
の

関
連
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
中
心
市
街
地
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
市
役
所
新
庁
舎
な
ど
の
行

政
・
文
化
機
能
、
天
沼
地
区
の

大
型
商
業
施
設
、
見
附
台
周
辺

地
区
の
音
楽
・
芸
術
機
能
が
連

携
し
た
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備

問
　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に

向
け
た
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
的
に
発
展
し
、
安
定
的

な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
を
本
市

の
「
北
の
核
」
と
す
る
計
画
的

な
市
街
地
を
形
成
す
る
。
そ
の

結
果
、
新
幹
線
新
駅
の
設
置
や

新
橋
の
建
設
に
よ
る
交
通
利
便

性
の
向
上
、
企
業
の
誘
致
に
よ

る
雇
用
の
創
出
、
商
業
施
設
に

よ
る
生
活
利
便
性
の
向
上
、
地

域
の
防
災
拠
点
の
整
備
を
実
現

し
た
い
。

問
　
事
業
化
へ
の
展
望
を
伺
う
。

市
長
　
円
滑
な
事
業
運
営
に
は

多
く
の
地
権
者
の
同
意
が
必
要

で
あ
る
。
準
備
会
や
県
と
連
携

し
、
引
き
続
き
丁
寧
な
説
明
と

き
め
細
か
な
対
応
を
行
い
、
賛

同
し
て
い
な
い
方
と
の
意
見
交

換
を
し
て
い
く
。

問
　
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お

け
る
減
歩
率
は
担
保
す
る
の
か
。

市
長
　
先
の
議
会
で
、
今
後
減

歩
率
が
上
が
っ
て
も
公
的
な
負

担
を
す
る
意
思
を
示
し
た
。
そ

の
方
針
を
約
束
し
て
取
り
組
む
。

次
世
代
を
担
う

子
供
た
ち
の
た
め
に

問
　
保
育
所
の
待
機
児
童
は
い

つ
ゼ
ロ
に
な
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
卒
園
予

定
児
童
数
と
今
年
度
の
整
備
に

よ
る
定
員
増
で
、
平
成
27
年
４

月
１
日
に
は
待
機
児
童
ゼ
ロ
が

見
込
ま
れ
る
。

問
　
民
間
の
借
家
を
使
用
し
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
小
学
校

な
ど
に
移
設
で
き
な
い
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
耐
震
性

に
優
れ
た
公
共
施
設
へ
の
移
設

を
目
指
し
、
教
育
委
員
会
や
関

係
機
関
と
協
議
を
続
け
て
い
く
。

先
の
台
風
18
号
か
ら

問
　
被
災
者
へ
の
被
災
見
舞
金

の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
周
知

し
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
床
上
浸

水
は
災
害
見
舞
金
の
対
象
に
な

る
た
め
、
被
害
調
査
の
際
に
紹

介
し
て
い
る
。
大
規
模
災
害
に

は
災
害
弔
慰
金
な
ど
の
制
度
も

小
泉
　
春
雄 

議
員

統
一
自
治
体
選
挙

問
　
落
合
市
長
は
２
期
目
の
選

挙
に
立
候
補
す
る
の
か
。

市
長
　
１
期
４
年
の
任
期
満
了

ま
で
、
ま
だ
数
か
月
あ
る
。
今

は
直
面
す
る
市
政
運
営
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
道
筋
を
つ
け
る

べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、適
切
な
時
期
に
判
断
す
る
。

土
砂
災
害
と
水
害

問
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指

定
し
て
も
、
そ
こ
で
の
災
害
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
地

域
の
人
と
行
政
が
話
し
合
い
、

災
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
応

を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長
　
地
域
の
方
の
意
向
を

伺
い
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

問
　
平
成
26
年
10
月
の
台
風
で

は
、
総
合
浸
水
対
策
基
本
計
画

の
重
点
対
策
地
区
以
外
で
も
、

県
道
６
０
６
号
の
大
島
か
ら
下

島
に
か
け
て
の
道
路
や
、
西
真

土
の
保
育
園
で
冠
水
な
ど
の
被

害
が
あ
っ
た
が
、
重
点
対
策
地

区
以
外
の
水
害
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

副
市
長
　
河
川
水
位
の
急
激
な

上
昇
な
ど
に
よ
り
、
雨
水
が
排

除
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
広
範

囲
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

浸
水
の
原
因
を
究
明
し
、
今
後

重
点
対
策
地
区
に
含
め
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
、
管
路
や
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
を
進
め

た
い
。

土
木
部
長
　
来
年
度
、
こ
の
地

区
一
帯
の
雨
水
の
流
れ
や
、
田

ん
ぼ
か
ら
の
水
の
流
入
状
況
を

調
査
し
て
、
水
が
あ
ふ
れ
て
し

ま
う
状
況
を
緩
和
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
た
い
。

「
七
夕
ま
つ
り
会
館
」

の
必
要
性
と
整
備

問
　
平
塚
の
観
光
資
源
で
あ
る

七
夕
ま
つ
り
を
、
一
年
を
通
し

て
全
国
に
発
信
す
る
た
め
の
拠

点
と
な
る
会
館
を
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
七

夕
ま
つ
り
は
第
70
回
を
迎
え
る
。

そ
れ
ま
で
に
会
館
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

産
業
振
興
部
長
　
観
光
の
核
が

ほ
し
い
と
い
う
考
え
は
あ
る
。

場
所
や
規
模
、
だ
れ
が
整
備
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て

研
究
し
た
い
。

米

飯

給

食

問
　
小
学
校
の
米
飯
給
食
を
食

べ
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
ご
飯

が
冷
た
か
っ
た
。
ご
飯
は
温
か

い
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た

い
と
思
う
。
調
理
場
か
ら
子
供

が
食
べ
る
ま
で
の
給
食
の
流
れ

と
、
保
温
容
器
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
ご
飯
に

つ
い
て
は
神
奈
川
県
学
校
給
食

会
の
業
者
へ
委
託
し
て
お
り
、

ご
飯
を
ア
ル
ミ
の
食
缶
に
入
れ
、

そ
れ
を
保
温
箱
に
入
れ
て
学
校

へ
配
送
し
て
い
る
。
炊
き
た
て

と
は
い
か
な
い
が
、
子
供
た
ち

が
配
膳
す
る
時
点
で
あ
る
程
度

の
温
度
は
保
た
れ
て
い
る
。
容

器
を
現
在
の
ア
ル
ミ
の
食
缶
か

ら
、
お
米
で
で
き
た
不
織
布
の

内
袋
に
替
え
る
と
、
結
露
水
が

防
止
で
き
て
保
温
や
お
い
し
さ

に
効
果
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
容
器
を
導

入
し
て
い
き
た
い
。

あ
る
。
ひ
ら
つ
か
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
し
て
い
る
。

問
　
鈴
川
の
水
位
が
上
昇
し
た

と
き
に
県
と
市
は
連
携
し
て
対

応
し
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
市
で
は

た
ま
っ
た
水
を
排
除
す
る
ポ
ン

プ
の
排
水
能
力
の
向
上
や
、
雨

水
を
流
す
幹
線
の
上
流
部
に
流

入
す
る
農
業
用
水
の
切
り
回
し

な
ど
を
検
討
す
る
。
県
に
は
、

河
川
水
位
を
下
げ
る
対
策
を
求

め
る
な
ど
、
県
、
市
で
連
携
し

て
取
り
組
む
。

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

　平塚市議会では、議員が地方自治の現在や将来の課題
に対する知識を深め、政策に反映させるため、毎年、有
識者を招いて研修会を開催しています。
　今回は、「人口減少時代における地域政策」をテーマに、 
東海大学政治経済学部小林隆教授の講演を聞きました。
人口減少社会にお
いて地方自治体が
継続的に発展して
いくためにはどう
すべきなのか、行
政や議会の役割を
考えました。

　
議
員
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄
付
を

し
た
り
、
あ
い
さ
つ
状
を
出
し
た
り
す
る
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権

者
が
議
員
に
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。 

政
治
家
の
寄
付
行
為
は
禁
止

議員研修会を開催しました
人口減少問題と向き合う議会の役割とは

米
村
　
和
彦 

議
員

人
口
減
少
社
会
へ
の

平
塚
市
の
取
り
組
み

問
　
人
口
減
少
社
会
を
乗
り
切

る
た
め
に
は
「
市
内
経
済
の
活

性
化
」
と
「
出
生
率
の
向
上
」

が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
本
市

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
今
後
の
対
応

と
し
て
、
人
口
減
少
を
前
提
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
子
供
を
産

み
育
て
や
す
く
す
る
施
策
を
並

行
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
特

に
少
子
化
の
要
因
に
は
、
若
年

層
の
経
済
状
況
が
影
響
し
て
い

る
の
で
、
雇
用
環
境
の
改
善
に

向
け
、
求
職
者
へ
の
支
援
や
地

域
産
業
の
育
成
、
育
児
と
仕
事

を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
な

ど
を
進
め
て
い
く
。

市
西
部
地
域
の
課
題

問
　
金
目
地
区
で
は
、
２
つ
の

区
画
整
理
事
業
が
20
年
以
上
に

わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
。
事
業

の
進
展
と
人
口
の
推
移
に
つ
い

て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
真
田
・
北
金

目
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

今
年
度
内
に
道
路
や
公
園
の
整

備
が
完
了
し
、
３
月
に
は
換
地

処
分
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
真

田
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
建
物
移
転
が
１
件
残
り
、

都
市
計
画
道
路
の
一
部
が
完
成

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
真

田
と
北
金
目
の
住
居
表
示
実
施

地
区
の
人
口
は
、
平
成
22
年
３

月
か
ら
26
年
11
月
ま
で
の
５
年

足
ら
ず
で
約
１
９
０
０
人
増
加

し
て
い
る
。

問
　
み
ず
ほ
小
学
校
区
は
こ
こ

数
年
で
児
童
数
が
増
加
し
、
教

室
数
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

現
状
と
そ
の
対
策
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
み
ず
ほ
小
学

校
の
現
在
の
児
童
数
は
３
４
７

人
、学
級
数
は
15
学
級
で
あ
る
。

今
後
10
年
の
推
計
で
は
、
児
童

数
が
５
０
０
人
を
超
え
、
５
学

級
程
度
の
増
加
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
校
舎
の
増
築
、
ま
た
は

別
棟
を
リ
ー
ス
方
式
で
建
設
す

る
形
で
、
不
足
す
る
教
室
を
確

保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
近
年
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
大
型
台
風
の
た
び
に
、
金

目
川
と
そ
の
周
辺
地
域
で
は
河

川
の
氾
濫
や
浸
水
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
早
期
に
対
策
を
講
ず

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

土
木
部
長
　
氾
濫
対
策
と
し
て
、

県
が
管
理
す
る
金
目
川
で
は
、

１
時
間
当
た
り
50
ミ
リ
の
降
雨

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、
唐
ケ
原
地

区
と
上
平
塚
地
区
、
下
花
水
橋

上
流
右
岸
は
課
題
を
抱
え
て
い

る
た
め
工
事
に
着
手
し
て
い
な

い
。
市
で
は
早
期
の
堤
防
整
備

を
県
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

浸
水
対
策
で
は
、
平
成
26
年
７

月
に
平
塚
市
総
合
浸
水
対
策
基

本
計
画
を
策
定
し
、
重
点
対
策

地
区
を
指
定
し
て
い
る
。ま
た
、

長
持
ポ
ン
プ
場
周
辺
の
浸
水
に

は
、
ポ
ン
プ
の
排
水
能
力
の
向

上
や
農
業
用
水
の
切
り
回
し
を

検
討
す
る
な
ど
、
原
因
究
明
と

被
害
の
状
況
に
応
じ
た
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

質総
問括
主な質問と答弁

12
月
定
例
会

４月は統一地方選挙

祭りへの寄付
や差し入れ

落成式、開店
祝いの花輪

入学祝
卒業祝


